
　学校給食無償化にかかる経費

人口 対象人数
必要経費

（就学援助含）

一般会計

予算規模

荒川区 約21万人 12,531人 約17億円 1071億円

葛飾区 約46万人 29,369人 約6.5億円 2120億円

※葛飾区は来春から完全無償化へ

年間負担額

低学年 ４５，００８円

中学年 ５０，４４０円

高学年 ５５，０９６円

６０，２９１円中学校

荒川区小中学校給食費

小学校

№８４６ ２０２２年１０月３０日
日本共産党荒川区議会議員団

区役所控室 ３８０２－４６２７

☆横山事務所 ℡&fax

３８９５－０５０４

荒川区町屋５－３－５

定例法律相談

１１月７日（月）
１８時～２０時

横山区議事務所

お気軽にご相談を

10
月
25
日
、
日
本
共
産
党
区

議
団
は
、
西
川
区
長
に
２
０
２

３
年
度
予
算
要
望
（
緊
急
・
重

点
要
望
含
む
）
を
提
出
し
ま
し

た
。
区
は
、
北
川
副
区
長
が
対

応
し
ま
し
た
（
写
真
左
）
。

特
に
、
３
年
間
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
加
え

て
物
価
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
な

ど
、
区
民
の
命
、
暮
ら
し
営
業

に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。
個
人
給
付
金
は
住
民

税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
限
ら
れ

る
な
ど
不
十
分
で
す
。

「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」
な

ど
で
事
業
継
続
し
て
き
た

区
内
事
業
者
、
生
活
福
祉

資
金
特
例
貸
付
で
何
と
か

つ
な
い
で
き
た
方
々
の
返

済
も
来
年
度
か
ら
本
格
的

に
始
ま
り
ま
す
。

実
質
賃
金
は
下
が
り
続

け
、
年
収
２
０
０
万
円
以
下
の

世
帯
の
家
計
負
担
は
物
価
高
で

４
．
３
％
増
、
消
費
税
２
％
分

と
同
じ
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

年
金
も
、
過
去
10
年
間
で
６
．

７
％
も
の
引
き
下
げ
で
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
国

や
都
に
積
極
的
支
援
を
求
め
る

と
と
も
に
、
区
に
対
し
、
く
ら

し
応
援
、
福
祉
、
教
育
最
優
先

の
思
い
切
っ
た
来
年
度
予
算
編

成
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

（
要
望
項
目
全
体
は
、
区
議
団

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

緊
急
・
重
点
要
望

１
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
・
物
価
高
騰
対
策

①
保
健
所
の
強
化
の
た
め
、
保
健
師
な
ど
増

員
を
行
い
定
員
化
す
る

②
Ｐ
Ｃ
Ｒ
な
ど
検
査
体
制
を
継
続
し
、
強
化

③
区
内
業
者
を
支
援
す
る
相
談
体
制
を
強
化

④
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
な
ど
に
よ
る
過
剰
債
務
削
減
に
地

域
金
融
機
関
な
ど
と
共
同
し
た
中
小
事
業
者
の
支
援
、

再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う

⑤
国
に
「
事
業
再
生
給
付
金
」
の
支
給
を
求
め
、
区

独
自
の
支
援
金
給
付
を
実
施

⑥
生
活
保
護
申
請
受
付
で
扶
養
照
会
を
行
わ
な
い
こ

と
。
「
生
活
保
護
は
国
民
の
権
利
」
を
お
知
ら
せ
す

る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
広
報
を
強
化
す
る

⑦
物
価
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
、
運
賃
な
ど
の
値
上
げ

に
よ
っ
て
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
は
じ
め
区
民
サ
ー
ビ

ス
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
る

⑧
医
療
機
関
・
患
者
双
方
に
負
担
を
強
い
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険
証
の
一
体
化
の
強
制
は
止
め

る
こ
と
を
強
く
求
め
る

２
、
子
育
て
と
子
ど
も
へ
の
支
援

①
就
学
援
助
基
準
を
当
面
、
生
活
保
護
基

準
の
１
・
５
倍
ま
で
対
象
拡
大
す
る

②
区
独
自
で
小
中
学
校
の
給
食
完
全
無
償
化
を
実
施

③
区
立
幼
稚
園
廃
園
計
画
は
見
直
す

④
児
童
手
当
特
例
給
付
が
打
ち
切
ら

れ
た
世
帯
に
区
独
自
の
給
付

３
、
高
齢
者
、
障
害
者
へ
の
支
援

①
補
聴
器
購
入
助
成
の
所
得
制
限
見
直
し
、
助
成
額

を
実
態
に
見
合
う
額
に
引
上
げ

②
第
９
期
高
齢
者
プ
ラ
ン
で
介
護
保
険
料
の
据
え
置

き
値
下
げ
、
介
護
保
険
料
の
減
額
免
除
制
度
の
拡
充

③
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
介
護
施
設
の
増
設
、

高
齢
者
の
た
め
の
住
宅
確
保

④
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
区
の
責
任
で
増
設
。

４
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進

①
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
周
知
と
フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
導
入
な
ど
拡
充

②
「
痴
漢
」
「
盗
撮
」
な
ど
性
犯
罪
を
な
く
す
た
め

の
取
り
組
み
を
す
す
め
る

③
小
学
校
を
は
じ
め
公
共
施
設
の
個
室

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
常
備
す
る

５
、
若
い
世
代
へ
の
支
援

①
区
の
奨
学
資
金
貸
付
制
度
を
大
学
等
の
受
験
に
も

適
用
で
き
る
よ
う
に
制
度
を
拡
充
す
る

②
区
の
給
付
金
奨
学
金
と
奨
学
金
返
済
支
援
を

③
「
街
中
保
健
室
」
「
ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
医

療
機
関
、
薬
局
な
ど
と
提
携
し
て
開
設
す
る

６
、
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て
の
推
進

①
２
０
５
０
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
向
け
２
０
３
０

年
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標
を
設
定

②
公
共
施
設
、
公
共
事
業
な
ど
区
の
業
務
の
全
分
野

で
ど
れ
だ
け
温
室
ガ
ス
を
削
減
で
き
る
か
な
ど
、
脱

炭
素
化
に
向
け
た
「
目
標
と
計
画
」
を
策
定

③
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
削
減
の
取
り
組
み
を
前
提
に
、

区
の
廃
プ
ラ
回
収
モ
デ
ル
事
業
の
全
域
に
拡
大

７
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
貴
重
な
区
有
地
を
種
地
に
し
た
西
日
暮
里
駅
前
再

開
発
、
三
河
島
駅
前
北
地
区
再
開
発
は
、
今
か
ら
で

も
区
民
の
声
を
聴
い
て
見
直
す

②
高
齢
者
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
若
者
向
け
の
家
賃
助

成
制
度
を
創
設
す
る

③
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
、
家
具
転
倒
防
止
の
１
０
０
％

設
置
実
現
へ
区
の
補
助
制
度
を
抜
本
的
に
拡
充

④
命
守
る
簡
易
耐
震
・
不
燃
化
工
事
の
補
助
制
度

⑤
移
動
の
自
由
保
障
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
地
域
公
共
交
通
の
た
め
必
要

な
財
源
を
投
入
す
る
こ
と
。
町
屋
さ
く
ら
の
復
活

⑥
町
屋
、
尾
久
、
日
暮
里
な
ど
全

区
的
な
交
通
不
便
地
域
の
実
態
調

査
を
行
い
、
区
と
し
て
地
域
公
共

交
通
政
策
を
策
定
す
る

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
こ

れ
で
も
質
問
や
条
例
提
案
で
学

校
給
食
の
無
償
化
を
繰
り
返
し

求
め
て
き
ま
し
た
。
子
育
て
世

帯
の
支
援
、
子
ど
も
の
貧
困
解

消
、
食
育
推
進
な
ど
の
点
で
も

無
償
化
は
重
要
で
す
。

全
国
で
は
、
無
償
化
す
る
自

治
体
が
広
が
り
23
区
で
も
葛
飾

区
が
来
春
か
ら
学
校
給
食
の
完

全
無
償
化
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
物
価

高
騰
対
策
な
ど
で
期

間
限
定
で
無
償
化
実
施
自
治
体

も
増
え
て
い
ま
す
。

荒
川
区
で
は
す
で
に
就
学
援

助
２
〜
３
割
の
児
童
生
徒
に
給

食
費
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

差
し
引
く
と
５
億
円
余
、
予
算

の
０
．
５
％

で
実
施
で
き

ま
す
。

高
校
卒
業
後
、
７
割
以
上
が

大
学
、
専
門
学
校
な
ど
に
進
学

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
高
す
ぎ

る
学
費
の
た
め
、
多
額
の
奨
学

金
（
教
育
ロ
ー
ン
）
を
借
り
入

れ
、
卒
業
と
同
時
に
多
額
の
借

金
を
背
負
う
こ
と
の
な
り
ま
す
。

足
立
区
で
は
、
区
奨
学
金
返
済

支
援
助
成
（
借
入
総
額
の
半
額

・
上
限
１
０
０
万
円
ま
で
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
国
に
対
し

て
当
面
学
費
を
半
額
、
入
学
金

廃
止
な
ど
求
め
る
と
と
も
に
、

区
独
自
支
援
を
求
め
ま
す
。

裏面 区庁舎建て替え問題、まちの話題…など



2023年度 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 2034年度

完成

各年度の
予算から支出 0 0 0 0 0 0 2 4 67 67 67 0

積み立て額 12.5 25 37.5 50 62.5 75 87.5 100 67 33 0 0

（単位：億円）

区庁舎建て替え財源のうち基金積み立て・運用計画（あくまでも現時点の想定）

※残りは起債と一般財源でまかなう計画

基金積み立て 取り崩し

区
役
所
本
庁
舎
は
１
９
６
８

年
に
竣
工
、
今
年
で
54
年
目
。

区
は
、
こ
れ
ま
で
「
大
規
模
改

修
工
事
な
ど
で
80
年
ま
で
長
寿

命
化
」
す
る
と
し
て
改
修
を
重

ね
て
き
ま
し
た
（
左
下
囲
み
）
。

本
庁
舎
建
て
替
え
問
題
は
、
３

年
前
か
ら
自
民
、
公
明
か
ら

「
建
替
え
の
検
討
」
の
質
問
が

だ
さ
れ
、
区
も
こ
れ
を
受
け
て

「
関
係
課
長
等
か
ら
成
る
検
討

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

来
年
度
に
も
方
向
性
の
具

体
化
か

９
月
会
議
で
も
本
庁
舎
建
て

替
え
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

区
は
、
給
排
水
空
調
の
大
規
模

改
修
が
必
要
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー

で
の
課
題
・
機
能
の
分
散
・
会

議
室
の
不
足
・
災
害
時
の
拠
点

機
能
・
Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
な
ど
多

く
課
題
が
あ
り
来
年
度
に
「
新

庁
舎
の
規
模
・
建
設
場
所
・
財

源
」
な
ど
一
定
の
方
向
性
を
示

す
と
し
て
い
ま
す
。

建
設
費
は
起
債
の
積
極
的

な
活
用
で
平
準
化
を

建
築
費
用
は
、
約
２
０
０
億

円
と
し
て
い
ま
す
。
財
源
に
つ

い
て
は
、
50
％
を
「
基
金
の
積

み
立
て
」
と
し
て
、
２
０
２
３

年
度
か
ら
予
算
の
う
ち
12
・
５

億
円
を
積
み
立
て
、
２
０
３
０

年
度
ま
で
に
約
１
０
０
億
円
を

積
み
立
て
る
と
し
て
い
ま
す
。

残
り
を
「
一
般
財
源
」
25
％

と
「
起
債
」
25
％
で
ま
か
な
う

と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
過
去
の
公

共
施
設
建
設
で
は
約
５
割
が
起

債
で
、
基
金
の
活
用
は
14
％
程

度
で
す
。
小
中
学
校
の
更
新
も

あ
っ
て
起
債
を
抑
制
し
て
い
ま

す
が
、
費
用
負
担
が
現
在
の
世

代
に
偏
ら
な
い
よ
う
、
地
方
債

の
効
果
的
か
つ
積
極
的
な
活
用

が
必
要
で
す
。

く
ら
し
応
援
を
最
優
先
に

し
た
区
政
運
営
を

来
年
度
か
ら
積
立
を
始
め
る

方
向
で
す
が
、
建
て
替
え
の

財
源
確
保
を
理
由
に
、
必
要

な
区
民
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

建
て
替
え
は
、
多
額
の
経

費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
い

ま
で
も
区
は
、
将
来
の
財
源

不
足
を
理
由
に
、
町
屋
さ
く

ら
の
運
行
継
続
経
費
３
０
０

０
万
円
を
拒
否
し
た
よ
う
に
、

切
実
な
区
民
要
求
に
背
を
向

け
て
き
ま
し
た
。

庁
舎
機
能
や
規
模
と
区
民

の
命
と
く
ら
し
を
守
る
区
政

最
大
の
役
割
と
の
関
係
も
含

め
、
区
民
の
声
も
よ
く
聞
い

て
、
慎
重
な
検
討
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

25
日
朝
、
羽
鳥
モ
ー
ニ

ン
グ
シ
ョ
ー
に
目
を
や
る

と
「
バ
イ
ト
の
方
が
稼
げ

た
」
「
高
卒
初
任
給
が
最

低
賃
金
以
下
」
と
い
っ
た

パ
ネ
ル
表
示
。
中
小
企
業

な
ど
は
賃
上
げ
の
力
は

な
い
と
も
。
日
本
経
済

の
弱
体
化
が
深
刻
と
も｡

そ
う
な
っ
た
大
本
は
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
大
失
政

の
結
果
で
は
な
い
か
。

経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
の

加
谷
氏
は
大
企
業
の
内

部
留
保
金
の
活
用
に
触

れ
た
ま
し
た
。

国
民
・
中
小
企
業
が

苦
し
ん
で
い
る
中
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
内
部
留
保
は

増
え
て
い
る
の
で
す
。

い
ま
こ
そ
内
部
留
保
を

賃
金
と
中
小
企
業
に
…
日

本
経
済
再
生
の
た
め
に
使

う
と
き
で
す
。

●2010年３月～2011年９月耐

震（免震）改修工事

(15億4140万円）

●2014年度 外壁外部建具そ

の他防水改修工事、駐車場排

水設備改修工事、庁議室冷暖

房機改修工事

●2015年度 屋上防水改修工事、本庁舎敷地及び外構改修工

事、防犯カメラ設置工事

●2016年度 正面玄関前広場手すり等改修工事

●2018年度 本庁舎救助袋式避難設備交換工事

●2019年度 防火シャッター撤去新設工事

●2020年度 ブロック塀改修工事、非常用発電設備設置工事・飛

散防止フィルムを未設置のガラスに設置

●2021年度 1階バルコニー改修工事

●2022年度 1階バルコニー改修工事、昇降機設備改修工事、空

調機更改工事(2台分)

※起債（地方債）…

公共施設の建設等の

ため、必要な資金を国

や金融機関など外部か

ら調達する、いわゆる

借入金。長期に使う施

設の負担を世代間で公

平に負担するために必

尾
久
の
原
公
園
は
、
公
園
の
少

な
い
町
屋
地
域
の
住
民
に
と
っ
て

無
く
て
は
な
ら
な
い
憩
い
と
く
つ

ろ
ぎ
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同

時
に
、
管
理
事
務
所
や
区
民
の
み

な
さ
ん
努
力
で
「
い
ま
尾
久
の
原

公
園
が
お
も
し
ろ
い
」
で
す
ね
。

切
れ
目
な
く
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン

ト
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
へ
向
け
て
、

お
化
け
カ
ボ
チ
ャ
か
ら
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
の
景
色
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
展
示
で
す

が
、
暗
く
な
る
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
み
ん
な
が

憩
え
る
公
園
と
し
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

横
山
幸
次


